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緒 言

当クリニックは2011年4月1日より開院し、現在

透析ベッド数34床の人工透析クリニックである。

人工透析管理システムに東レ・メディカル株式

会社製のMiracle DIMCS21®（以下、MICS21®）

を導入し、透析関連機器と連携した。透析機器

管理方法の状況などを踏まえ、これらシステム

の使用経験を報告する。
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MICS21® 透析機器管理ツール
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MICS21®メインメニュー内の『装置メンテナンス』フォルダを開くと、①～④などの
管理項目が表示される。



装置別自己診断結果

自己診断結果が自動取込で一括チェックでき、各機器の動作特性がグラフ化されて
いるため、台数の多い透析機器においてもそれぞれの稼働状態を容易に把握できる。

各コンソール自己診断結果

コンソール別
自己診断結果グラフ



MICS21®から、各コンソールのモード変更（停止、準備、洗浄、自己診断など）、

現在時刻の調整や内部設定の変更が可能。個々のコンソールを各ベッドサイド
で操作するのではなく、PCからも一括操作を行うことができる。

装置内部設定



装置点検記録

点検項目の多いRO装置やセントラルの各パラメータが定時レポートとして送信され
てくるため、稼働状態を容易に把握できる。

セントラル RO装置

透析液濃度 伝導度

給水・送液・脱気
圧力

原水温度

給水・透析液
温度

各フィルター
出入口水圧

透析液・消毒液
使用量

ROモジュール
出入口圧力

各警報設定値 回収率

MICS21®側 受信項目



装置部品寿命記録

『取込』タグをクリックすると現在の各部品における総稼動時間を確認できるため、
部品交換時期の管理が容易に行える。

RO装置 28種類

セントラル 29種類

コンソール 28種類

合計 85種類

MICS21® 管理部品項目



考 察①

通常、透析クリニックはRO装置やセントラル、コン
ソールなど多くの医療機器を保持している。これら

は数多く存在する医療機器の中でも稼働率が非常

に高い特徴があり、この様な機器を管理・運営して

いくために必要なマンパワーは少なくない。

しかし、各透析装置とPCを連携させシステム構築
を行うことで、少数の人員においてもより正確で効

率的な管理を行えることが期待できる。



考 察②

今後、MICS21®のシステム導入により

得られた時間の有効活用と共に、透析機器

異常を早期発見するため、これらのデータ

をチェックするスケジュールプランをどのよう

に組み立てていくかが課題である。



結 語

MICS21®とRO装置、セントラル、コンソー

ルの連携システム導入により、これら透析

機器の一括管理が行え、機器管理業務の

簡素化に寄与している。MICS21®は透析機

器を管理するツールとして十分な人工透析

管理システムである。


